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令和３年度監査（健康福祉部）の結果に基づき又は当該監査の結果  

を参考として講じた措置の公表について＿＿＿  

 

令和４年２月１４日付け八監第４７２号により提出した令和３年度監査（健

康福祉部）の結果に基づき又は当該監査の結果を参考として講じた措置につい

て，地方自治法第１９９条第１４項の規定により八千代市長から通知がありま

したので，当該通知に係る事項について次のとおり公表します。  

 

 

 

 



1 

対象機関 区 分 所見及び措置内容 

障害者支援課 要望事項 １ 障害者（児）に対する市単独の扶助費について 

【所見】 

障害福祉サービスや障害児支援に係る給付額の増加等により，

障害者（児）に対する扶助費の一般財源支出額が年々増加してお

り，今後も同様の傾向が見込まれている。 

このような現状を踏まえ，持続可能な障害者（児）施策を推進

するため，障害者（児）に対する国や県の制度に基づかない市単

独の扶助費については，他団体と比較検証を行うなど，制度の内

容を検討されたい。 

（令和元年度及び２年度監査 要望事項） 

上記の令和元年度及び２年度監査における要望事項を踏まえ，

引き続き制度の内容を検討されたい。 

 

【措置内容】 

本市の扶助費は年々増加しており，令和４年度予算では前年度の

5.4％増加の約 183億５千万円となっており，予算構成比でも一番多

い 28.1％を占めています。 

当課の扶助費につきましても障害福祉サービス費等の増加により

予算は年々増加しており，令和４年度予算では前年度の約 18％増加

の約 48億 8千 5百万円となっておりますが，国等の関連予算の動向

からは今後も増加が見込まれます。 

このような中，本市における「中長期財政収支見通し」のとお

り，今後，歳出超過が見込まれる状況で，障害児者の支援等に必要

な施策を継続的かつ確実に実施していくためには，「令和４年度予

算編成の基本的方針」でも「市単独で実施している扶助費等につい

て，必要性等を厳格に検証し，事業内容の見直し，整理統合，廃止

の検討」が求められており，限られた財源をより効果的・効率的に

活用し，事業費の抑制に努める必要があります。 

このようなことから，当課の市単独事業扶助費の見直しについ

て，八千代市第５次障害者計画の基本目標等との整合を図りなが

ら，施策の新規・拡充と一体的に検証・検討いたしましたが，国等

制度の動向や近隣市の状況等も引き続き検証を要する状況でありま

すことから，現時点で具体的な見直し事業の選定は行わず現行制度

を継続し，今後も検討していくことといたします。 

 


